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　　２０００年４月１日から始まった介護保険法。これは４０歳以上の国民が保険料を払い、�

介護が必要な高齢者を家族だけでなく、社会全体で支え合いましょうと、�

超高齢者社会を安心して迎えるための制度であります。�

　介護療養型を有する当病院も長期療養を必要とする患者様へ、生活支援や介護、医療サービスを提供しながら�

その療養生活をいかに快適に過ごしていただけるかと模索しながら、日々、努力しています。�

各専門スタッフが協力し、患者様の意思や人格を尊重し、優しい笑顔と思いやりを持って「選ばれる病院」となるよう、�

より質の高いサービスの提供を目指しております。�

　当院でも平成１１年８月１日より内科５２床を療養型病床に転換し、平成１２年４月１日療養型病床２６床を�

介護保険適応病床の指定を受けました。�

療養型病床群（療養病棟）のうち、一病棟は介護保険適応の２６床、�

一特病棟は医療保険適応の２６床からなっています。�

共和病院屋上より観た大府市街�

特別室�
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看護部の理念�

基本方針�



　8月２６、２７日と、共和会の互助会主催にて、職員と家
族を対象にしたキャンプが行われました。�
1歳から５？歳の計２５名が、一路中津川を目指しました。
目的地に着いた一行はさっそく炊事、荷物運び、子供の
世話と自然に業務分担（？）していました。（さすが、チー
ム医療で培ったチームワーク）�
夜のメニューは豚汁とバーベキュー。特に豚汁は、大盛
況で皆3杯はおかわりしていました。夜のメインイベン
トは、キャンプファイアー。中でもトーチトアリングは途中
で火が消えてしまうというハプニングの遭遇しながらも、
ひたむきな姿に大拍手がおこりました。その後はお楽し
みの肝試し。約１０人の子供たちが参加しました。飛行機
の光に怯える子供に「宇宙人が来たよ」と脅して喜ぶ大人
達。本当にいい性格しています。�
翌日、川の一部を石で囲み、その中ににじますを放ちま
した。子供達は歓声を上げ、魚をつかんでいました。１５
匹中、5匹は石を越えて川の流れに逃げてしまい、自然
保護に貢献しました。魚つかみの後は、焼きそばを食べ
て本当にこの連中はよく食べます。食べて遊んでまた食
べて、帰ってみると、私の体重も2キロ太っていました。
思いっきりリフレッシュしたので、これからも真面目に働き
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　 看護婦  Ｎ．Ｍ�
�

�子どもと母親の関係が成長の過程での対人関係
の基礎になり大切であることはすでにのべましたが、子ど
もの成長を促進するべく、日常の生活習慣の躾も養育者
の役割であることはいうまでもありません。子どもが１歳
半くらいになりますと、健診やよその子どもとの比較をし「お
しめをはずさなければ」と考え、母親の決心で突然、唐突に、
おしめという布からパンツという布に代わり、今まではお
しっこをしてもよい布だったのに「お漏らししたのね」と叱
られるようになるのです。子どもの側に排尿便の自立の動
機づけがないので、母親に叱られることによって「パンツ
の中におしっこをしてはいけない」と考えるのではなく「お
しっこをしてはいけない」と考えてしまい、排尿すると叱
られるとインプットし、我慢してしまいます。ここで排尿の
しくみについて考えてみます。尿が蓄積されると膀胱から「い
っぱいだよ」というサインが出され脊髄神経を通って伝達
され脳に命令が行き、脳から骨格筋に「トイレに行きなさい」
というサインが送られます。そこでトイレまで足を運び排
尿する準備ができるのです。大人の膀胱は３００cc～４００
cc（個人差はあるが）といわれています。子どもが幼けれ
ば幼いほど、膀胱に入る容量も少ないので、少し水などを
摂取すれば膀胱がいっぱいになり溢れてしまう（漏らして
しまう）事になるのです。�
トイレット・トレーニングを成功させるためには、むやみに
叱ったりせず根気よくおしめが濡れていたら「おしっこ出
ちゃったね。おしめ替えましょう」と優しく声掛けしながら、
お尻をきれいに拭き「さっぱりしたね～、気持ちいいね」
と気持ちいいことを強調します。次の段階はトイレに連れ
て行き、母親の腕の中に抱っこし不安を除き「おしっこで
るかなぁ？」などと排尿を試みます。上手く出たときは「お
しっこでたねぇ～、よかったねぇ～」と誉め、排尿すること
の快感と母親に誉めてもらえるという喜びを体験させる
のです。言い換えればおしっこのしつけをする際には…①
決して叱らない②パンツが濡れると不快であること③お
しっこはトイレでする④成功するとお母さんが誉めてくれる�
という事を繰り返し子どもに体験してもらうことなのです。

院長  榎本　和�

　このたびの東海地方を中心とする集中豪雨により被害に
あわれた皆様に心よりお見舞いを申し上げます。１日も早く復旧
されますようお祈り申し上げます。報道こそされていませんが
大府市においてもかなりの被害がでました。お話を伺うと皆様、
大なり小なり何らかの被害や影響、武勇伝？がありました。皆様
方はいかがだったでしょうか。�
�

　さて今回の「WA!」は、当院のもう一方の柱である療養型
病床群の特集をいたしております。また、１０月よりテレビ愛知で
始まる「Solution Talk」という番組にて当会理事長加藤仁が
病院の理念等をお話しさせていただく機会を得ました。放送日
は１０月１４日（土）ＡＭ９：１５～９：３０に予定されています。この広報
誌や番組を通じて共和会や共和病院をより知っていただくよい
機会になってくれればと委員一同願っております。�
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共和会理念・基本方針�

　異常なまでの猛暑が過ぎ、過ごし易い季節と
なりました。また“食欲の秋”とも云うように、美
味しい食べ物が豊富に出回り、ついついいつも
より多めに食べてしまう時期でもあります。�
　さて、前々回に“生活習慣病”についてのお話
をしました。今回はその中のひとつ“糖尿病”に
ついてお話をしましょう。�
　糖尿病の患者様は近年急増しており、現在日
本では、程度の差はあれ中高年の方の１０人に１
人が“糖尿病”であるとも云われます。糖尿病は
血液中のブドウ糖の値（血糖値）がある基準を越
えて高くなる病気です。血糖値が高い状態が長
い間続くと、血管壁が傷つき、様々な血管の合併
症に伴う全身の臓器の合併症が起こってきます。�
糖尿病が恐ろしいのは自覚症状がなかなか現れず、
突然合併症が引き起こされることです。そのため
合併症が現れてから初めて糖尿病と気付き、治
療を開始する患者様もたくさんみえます。�
　糖尿病を早期発見するためには�
①朝食を摂る前の空腹時血糖検査、②食事前後
に関わらず任意の時間での随時血糖検査、③約１
ヶ月前の血糖値の平均値をあらわすという糖化
ヘモグロビン検査（ヘモグロビンA１c）等の検査、
④また正確な診断のためにはブドウ糖負荷試験
等の検査を定期的に受け、もしも“糖尿病”と診
断されたら、早いうちから食事や運動など生活習
慣の改善を中心とした治療を始め、合併症を防
ぐことが大切です。�
　糖尿病の治療の基本は食事療法や運動療法な
どによって血糖をコントロールすることです。し
かし、食事療法や運動療法を行っても血糖値をう
まくコントロールできない場合には薬物療法を
併せて行うことになります。�
�
［食事療法］�
糖尿病の治療の最も基本となるものです。食事は、
満腹になるまで食べずに「腹七分目」に抑えます。
そのためには、１日に“自分がどれだけ食べてよ
いか”という「適正エネルギー量」を知っておく
必要があります。�

患者様が１日に摂取する適正エネルギー量を求
めるには、まず標準体重を求めます。�
　標準体重（Kg）＝身長（m）×身長（m）×２２�
　この標準体重に事務職など軽い仕事の人なら
２５～３０を掛け、立ち仕事の多い人なら３０～３５、
力仕事の多い人などでは３５～４０を掛けて、適正
エネルギー量（Cal）を求めます。例えば、標準体
重が６０Kgの患者様が立ち仕事の多い仕事に従
事されているとします。この方の一日の適正エネ
ルギー量は、６０(Kg)×３０＝１８００(Cal)と求めら
れるわけです。�
この一日の適正エネルギー量を「糖質」「タンパ
ク質」「脂質」を主にバランスよく摂取します。食
事は決まった時間に１日３回に分けて規則正しく
食べることが重要で、決して食事を途中で抜い
たりしてはいけません。�
�
［運動療法］�
運動療法は、糖質と脂肪の両方を消費するのが
目的です。それには「有酸素運動」が最適です。
激しい運動は効果が少なく、ウォーキング（散歩、
速歩）、サイクリング、水泳などがお勧めです。�
１回の運動は最低でも２０～３０分間は運動し続け、
これを毎日続けることが理想的ですが、少なくと
も週に２～３回は行うよう心掛けましょう。�
�
［薬物療法］�
食事療法や運動療法を行っても、空腹時血糖値
が１４０mg/dl以上、糖化ヘモグロビン検査（ヘモ
グロビンA1c）では６.５%～７.０%以上の場合に
薬を使い始めます。しかし、薬を飲み始めてからも、
きちんと食事療法や運動療法を行っていないと、
薬が効きにくくなり、血糖値をきちんとコントロ
ールすることが難しくなります。また、薬物療法
中は自己判断で自分勝手に薬を中断してはいけ
ません。�
�
　“食欲の秋”にクギを差すようで申し訳ありま
せんが、いま一度自分の健康を振り返って見まし
ょう。�

『優しい医療・楽しい職場』�
私たちが目指す『優しい医療』とは！�

●患者様に安心と満足を提供する医療�
●良質且つ効率的な医療の提供�
●患者様へのサービスの充実�
私たちが目指す『楽しい職場』とは！�

●毎日の出勤が楽しくなる職場�
●職員のレベルアップと仕事の充実が�
　感じられる職場�
●職員の満足が患者様へ反映される職場�


